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『増収』に加え、売上利益率の改善もあり『増益』
〔2Ｑ以降、各四半期 『増収・増益』〕

２０１５年度 連結決算概要

（億円）

2014年度
実績

2015年度
実績

前期比・差
2015年度

予想
予想比・差

売上高 3,256 3,530 108％ 3,450 102％

売上総利益
（売上総利益率）

727
（22.3％）

815
（23.1％）

＋88億
（＋0.8％）

816
（23.6％）

△1億
（△0.5％）

販管費 599 656 ＋57億 645 ＋11億

営業利益
（営業利益率）

128
（3.9％）

159
（4.5％）

＋31億
（＋0.6％）

171
（5.0％）

△12億
（△0.5％）

経常利益 130 159 ＋29億 172 △13億

親会社株主に帰属する

当期純利益 80 101 ＋21億 103 △2億
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各事業分野で前期比増収

２０１５年度 部門別売上実績

（億円）

2014年度
実績

2015年度
実績

前期比
2015年度

予想
予想比

戸建 １,１９３ １,３０５ １０９％ １,２６８ １０３％

集合 ５５９ ６３５ １１３％ ５８７ １０８％

住宅部材 １９４ １３９ ７２％ １６０ ８７％

新築請負計 １,９４６ ２,０７９ １０７％ ２,０１５ １０３％

分譲土地・建物 ４４７ ４７４ １０６％ ４８５ ９８％

マンション １３４ １２０ ８９％ ９４ １２８％

街づくり計 ５８１ ５９４ １０２％ ５７９ １０３％

リフォーム ４１３ ４７４ １１５％ ４８１ ９９％

不動産流通 ２８０ ３２９ １１７％ ３０５ １０８％

ストック計 ６９３ ８０３ １１６％ ７８６ １０２％

（国内計） （３,２２０） （３,４７６） （１０８％） （３,３８０） （１０３％）

海外 ３６ ５４ １５０％ ７０ ７７％

（合計） （３,２５６） （３,５３０） （１０８％） （３,４５０） （１０２％）
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（単位：億円）

１２８

【利益率３.９％】

増販益及び
売区分の構成変化

＋６１

粗利変動他
＋２７

１５９

【利益率４.５％】

販管費増加
△５７

昇給および新規連結
に伴う費用の増加

２０１４年度
（実績）

２０１５年度
（実績）

２０１５年度 営業利益増減分析〔前期比〕

契約粗利改善および
現場、調達の合理化

販管費の増加はあったものの、増販および粗利の改善により増益

営業利益 ＋３１

売上総利益 ＋８８

© PanaHome Corporation
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（単位：億円）

１７１

【利益率５.０％】

増販益及び
売区分の構成変化

＋１０

粗利変動他
△１１ 販管費増加

△１１

固定費の合理化を図る一方、
政策投資を実施

２０１５年度
（予想）

２０１５年度
（実績）

粗利改善未達は増販益でカバー
成長に向けた先行投資で販管費は増加

２０１５年度 営業利益増減分析〔予想比〕

資材抑制するも現場合理化
で収益の積上げ出来ず

１５９

【利益率４.５％】

営業利益 △１２

売上総利益 △１

© PanaHome Corporation



6

© PanaHome Corporation

集合は好調に推移、下期戸建に持ち直しの動きもあり

（億円）

2015年度
受注高

前期比 予想比
2016年

3月末受注残
前期比

戸建 １,３２３ １１１％ １０３％ １,０１３ １０９％

集合 ７０９ １３５％ １１１％ ６５７ １２４％

住宅部材 １４３ ７４％ ８９％ ８０ ７５％

新築請負計 ２,１７５ １１４％ １０４％ １,７５０ １１２％

分譲土地・建物 ４９４ １２３％ １０２％ ９９ １３４％

マンション １７３ １７６％ ８９％ ６７ ５００％

街づくり計 ６６７ １３４％ ９８％ １６６ １９０％

リフォーム ４７２ １１７％ ９８％ ５３ １０５％

不動産流通 ３２９ １１７％ １０３％ － －

ストック計 ８０１ １１７％ １００％ ５３ １０５％

（国内計） （３,６４３） （１１８％） （１０２％） （１,９６９） （１１５％）

海外 ９９ ２１６％ ４３％ ９３ １９３％

（合計） （３,７４２） （１１９％） （９８％） （２,０６２） （１１７％）

２０１５年度 部門別受注高・受注残高
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２０１５年度 キャッシュ・フローとネット資金

【ネット資金】

（億円）

【キャッシュ・フロー】

（億円）

2014年度
実績

2015年度
実績

前期差

営業活動によるＣＦ ＋66 ＋85 ＋19

投資活動によるＣＦ △29 △219 △190

フリーＣＦ ＋37 △134 △171

財務活動によるＣＦ △38 ＋151 ＋189

設備投資 42 40 △2

減価償却費 40 45 ＋５

ネット資金は前期比235億増加の1,254億円
成長性確保に向けた投資を予定

1,019 1,019

1,254
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（億円）

2015年度
実績

2016年度
予想

前期比・差

売上高 3,530 4,000 113％

売上総利益
（売上総利益率）

815
（23.1％）

933
（23.3％）

＋118億
（＋0.2％）

販管費 656 718 ＋62億

営業利益
（営業利益率）

159
（4.5％）

215
（5.4％）

＋56億
（＋0.9％）

経常利益 159 215 ＋56億

親会社株主に帰属する

当期純利益 101 133 ＋32億

２０１６年度 連結業績見通し

先行投資を行いながら、事業拡大と収益性を確保



２０１６年度 事業方針

２０１５年度（２０１６年３月期）

決算説明資料
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2013-15中期計画 取組み方針 2

４つの事業軸で成長戦略を展開

1 新 築
請負事業

スマートハウス
主⼒事業の
競争⼒強化

多層階住宅
賃貸住宅
⾼齢者住宅

2 街づくり事業 スマートシティ・マンション
新規事業の
規模拡⼤3 ストック事業 ⼤型空間リフォーム

買取再販
4 海外事業 アセアンの旺盛な需要
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3

売上、営業利益とも大幅に伸長するも営業利益未達

1,761 2,079 1,880 

520

594
650 

608

803
800 5

54
70 

2012年度

実績

2015年度

実績

2015年度

中期計画
（単位：億円）

2,894億円

3,530億円
3,400億円

街づくり事業

ストック事業
海外事業

新築事業

11倍

114％
132％

118％

１１１億円
(3.8％)

159億円
(4.5％)

１70億円
(5.0％)

営業利益

122％

<15/12比>

143％

2013-15中期計画 －売上高・営業利益－

▲11

＋130



１．新築請負事業 （戸建・多層階）

環境性能とデザイン力の 『エコ・コルディス』
2013年 4月発売

都市部の狭小地対応技術が強みの 『ビューノ』 伸長

ビューノ・プロエコ・コルディス

中期計画
1,880

12実績 15実績

1,761

2,079
（億円）

1,880

エイジフリー
賃貸住宅

多層⼾建

低層⼾建

137％

98％

118％

105％

低層戸建

多層戸建

© PanaHome Corporation

累計受注

2,463棟

4



１．新築請負事業 （賃貸・高齢者住宅）

5
「ｴｲｼﾞﾌﾘｰﾊｳｽ

宝塚中山」

・ 女性視点 『ラシーネ』 の展開で新築事業全体を牽引

・ パナソニックとの連携と、営業力強化により受注拡大

・ グループ統一呼称 『エイジフリー』の認知度ＵＰ

ラシーネ

中期計画
1,880

12実績 15実績

1,761

2,079
（億円）

1,880

エイジフリー
賃貸住宅

多層
⼾建

低層
⼾建

121％

170％

118％

賃貸住宅

エイジフリー

サ高住

(さいたま市)

© PanaHome Corporation
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12実績 15実績

520
594

（億円）

マンション

売建

分譲
⼾建

245％

83％

110％

114％
中期計画

650

101％

Fujisawa SST

２．街づくり事業

FujisawaSST をフラッグシップに積極展開

（潮芦屋、浦安など 計１１ヶ所）

先進MEMS、災害時の備えに対応した

「ﾊﾟｰｸﾅｰﾄﾞ目黒カレン」（2016/3月完工）など

パークナードブランドを展開

荒井南など被災地の街づくりに積極貢献
復興公営住宅(宮城県石巻市）

スマートシティ

スマートマンション

震災復興事業

パークナード目黒カレン

© PanaHome Corporation

仮設住宅 1,362戸を供給

6



中期計画
800

12実績 15実績

608

803

（億円）

不動産
流通

リフォーム

144％

125％

132％

オーナー様 リフォーム リノベーション（木造）リノベーション（ﾏﾝｼｮﾝ）

■ パナホームリフォーム㈱設立と

HEG（ﾎｰﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）との融合で売上伸長

■ 賃貸管理戸数の着実な伸長で

不動産流通事業を拡大

３．ストック事業

■ マンション買取再販・

不動産情報サービス「ReaRie」

との連携開始

© PanaHome Corporation
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４．海外事業

台 湾

マレーシア（ﾘﾝｸﾊｳｽ） インドネシア （ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ）

マンション請負と内装請負での市場進出

ボリュームゾーン向けリンクハウスの

Ｗ－ＰＣ構法開発

『パナホームアジアパシフィック(株)』 設立

海外スマートシティ展開への基盤づくり
12実績 15実績

5

54

（億円）

11倍

中期計画
70

台 湾

マレーシア

ASEAN

8

© PanaHome Corporation
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2016年度 業績見通し 10

（億円）

2015年度
実績

2016年度
予想

前期比・差

売上高 ３，５３０ ４，０００ １１３％

営業利益
（営業利益率）

１５９
（４．５％）

２１５
（５．４％）

＋５６
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112016業績の先行指標① －受注－

展示場集客と新築請負の受注が
下期より回復基調

■ 2015当社受注状況（⾦額前年⽐）■ 2015 当社展示場新規名簿（件数前年⽐）

123%

112%

109%

集合・エイジフリー

⼾建多層

⼾建低層

< 9月から7ヶ月連続前年クリア >
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【新築請負】受注残金額（億円）

2016業績の先行指標② －受注残－

低層戸建の受注回復と集合、多層の堅調持続で、
受注残は前年比１１２％、＋1８０億円
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2016年度 部門別受注見通し

（億円）

2015年度
実績

2016年度
予想

前期比

戸建 １,３２３ １,４０８ １０６％

集合 ７０９ ７９１ １１２％

住宅部材 １４３ １１１ ７８％

新築請負計 ２,１７５ ２,３１０ １０６％

分譲土地・建物 ４９４ ５７４ １１６％

マンション １７３ １７３ １００％

街づくり計 ６６７ ７４７ １１２％

リフォーム ４７２ ５６２ １１９％

不動産流通 ３２９ ３６１ １１０％

ストック計 ８０１ ９２３ １１５％

（国内計） （３,６４３） （３,９８０） （１０９％）

海外 ９９ ２７０ ２７４％

（合計） （３,７４２） （４,２５０） （１１４％）

各事業分野で増加を目指す（国内計109％、海外274％）
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各事業分野で増収を目指す（国内計111％、海外254％）

2016年度 部門別売上見通し

（億円）

2015年度
実績

2016年度
予想

前期比

戸建 １,３０５ １,３７１ １０５％

集合 ６３５ ７２０ １１３％

住宅部材 １３９ １１１ ８０％

新築請負計 ２,０７９ ２,２０２ １０６％

分譲土地・建物 ４７４ ５７６ １２２％

マンション １２０ １５２ １２７％

街づくり計 ５９４ ７２８ １２３％

リフォーム ４７４ ５７２ １２１％

不動産流通 ３２９ ３６１ １１０％

ストック計 ８０３ ９３３ １１６％

（国内計） （３,４７６） （３,８６３） （１１１％）

海外 ５４ １３７ ２５４％

（合計） （３,５３０） （４,０００） （１１３％）
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２０１５年度
（実績）

２０１６年度
（見通し）

前年比470億円増加の4,000億円を目指す

特長ある（戸建・集合）商品
展開

３,５３０

４,０００

（単位：億円）

新築請負事業

＋１２３

スマートシティ、マンション
展開と木造市場の開拓

© PanaHome Corporation

2016年度 事業分野別売上高増加見通し〔前年比〕

売上計 ＋４７０

国内計 ＋３８７

街づくり事業

＋１３４

ストック事業

＋１３０

海外事業

＋８３

事業領域の拡大

積極投資（人材・店舗）に
よる成長基盤の確立

106％

123％

116％

254％
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低層戸建住宅 16

全商品ZEH対応と強みの空気質でｽﾏｰﾄﾊｳｽの推進

976 1,008億円（前年比103％）

１６年度 目標
〔売上高〕

１５年度 実績

新築請負事業

上質な時間を楽しむ大人のくらしを提案
新しい日本の邸宅を展開

カサート「こだわりの邸宅」 (4⽉)「NEWカサート」(4⽉)

一次取得・建替層への商品力強化
（Ｆ－ＺＥＨ化）

安心の進化安心の進化ウェルネスの進化ウェルネスの進化

・ 「エコナビ搭載換気システムＨＥＰＡプラス」

・ 世界初 「住宅向けグリーンガード認証」取得

・ 業界トップクラスの
「６０年長期保証延長システム」

駒沢展⽰場（7⽉ｵｰﾌﾟﾝ予定）

ﾌﾙｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞの高級商品展開
鉄骨との相乗効果で高級ｿﾞｰﾝ強化

《低層戸建》
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多層階住宅 17新築請負事業

３階建ﾎﾞﾘｭｰﾑ市場へ進攻とﾋﾞｭｰﾉ４階以上のシェア向上

・都市でのくらしを⼥性視点を切り⼝に提案
・最⼤の空間⼒ ・外観感性向上アイテム

ビューノ３s

（１） 敷地対応力の強みに制震構造をプラス （２） ４階以上の商品力強化

・「ビューノ・プロ」（店舗併⽤）の外観向上

・４〜7階商品のﾃﾞｻﾞｲﾝ向上（ｻｯｼ、他）

（３） 販売力の強化

・「ビューノプラザ」の拠点展開（＋３ヶ所）
<４⽉：⼤阪、浦和 ７⽉：駒沢>

・展⽰場の増設（川⼝、新座、駒沢、錦⽷町、平沼）

・ＴＶＣＭの積極展開

329 363億円（前年比110％）

１６年度 目標
〔売上高〕

《多層階戸建》
１５年度 実績
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集合住宅・高齢者住宅（ｴｲｼﾞﾌﾘｰ） 18新築請負事業

オーナーへ「資産価値」、入居者へ「くらし価値」の訴求

2015/6月基準法改正（１時間準耐火の緩和）

フィカーサ ３

（１） ３階建の受注拡大 （２） 「ラシーネ」ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの確立

16年度計画 １２ヶ所増設（15末計26）・「屋内共⽤廊下」 仕様での差別化
・床遮⾳性の向上

東名阪を中心にモデルルームを増設

エントランス

屋内共⽤廊下

635 720億円（前年比113％）
１６年度 目標

〔売上高〕

《集合住宅・ｴｲｼﾞﾌﾘｰ》
１５年度 実績

（３） エイジフリー： コラボで、プロモーション展開

国際福祉機器展（HRC）

・集中テレビＣＭ（８⽉） ・交通広告（りんかい線/ゆりかもめ）
・展⽰会での広報活動



© PanaHome Corporation

分譲戸建 19街づくり事業

474 576億円（前年比122％）

１６年度 目標
〔売上高〕

１５年度 実績
《分譲戸建》

〈 〉は、区画数

“ｴｺ&ｽﾏｰﾄ”な街づくりと木造でのエリア展開で需要拡大
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分譲マンション 20街づくり事業

120 152億円（前年比127％）

１６年度 目標
〔売上高〕

１５年度 実績
《分譲ﾏﾝｼｮﾝ》

先進のMEMS、災害時の備えでﾊﾟｰｸﾅｰﾄﾞﾌﾞﾗﾝﾄﾞを展開

〈 〉は、⼾数
は、16年完成
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リフォーム 21ストック事業

パナソニックリフォーム㈱を核に顧客価値の最大化でさらなる成長

474 572億円（前年比121％）

１６年度 目標
〔売上高〕

１５年度 実績
《リフォーム》

（１） 店舗展開で需要エリアを深耕

・直営店舗を70店へ拡⼤（16年 ＋50店）
・新築展⽰場にリフォーム訴求のスペース併設を推進

（２） 設計提案力の強化で「くらし価値」を訴求

・新卒採⽤50名、キャリア採⽤100名の育成、戦⼒化
・新築部⾨からの設計者の⼈員シフトと外部デザイナーの活⽤
・360°パノラマビューなど、提案ツールの充実

（３）宣伝・イベントの連打による名簿の拡大
・パナソニックとの連携で「パナソニックリフォーム」新ブランドの宣伝強化
・キャンペーン、イベントによる集客UPで名簿の獲得（前年125％）
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不動産流通 22ストック事業

管理戸数の着実な拡大と売買仲介の体制強化

（１） 賃貸管理戸数の拡大

（２） 売買仲介の積極展開

・東名阪エリアでの⼈員体制強化
・新築、リフォーム、CS部⾨との連携強化

② 既存収益ﾏﾝｼｮﾝ（⼊居済み賃貸物件）の買取～保有事業へ展開

・⾸都圏、阪神エリアでの物件情報の⼊⼿ルート拡⼤

16年度末目標 ４．５万戸
（前年＋4,600戸）・⾸都圏の専任体制強化

・PH物件外の⾮管理物件の取り込み

329 361億円（前年比110％）

１６年度 目標
〔売上高〕

《不動産流通》
１５年度 実績

① スムストックによる戸建の中古流通の促進
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台湾・ASEAN 23海外事業

スケルトン・インフィルの一体提供による事業拡大

・パナソニックＧの総合力によるモデルハウスの建設
・フラグシップモデルの街づくりを展開

モデルハウス

・ＭＫＨ社と協働での街づくりを始動～本格事業へ
（Ｗ－ＰＣ構法の戸建500戸、マンション300戸の建設推進）

・建設中、竣工済みマンションへの

スケルトン・インフィルの「空間一体提案」の推進

台湾台湾

マレーシアマレーシア

インドネシアインドネシア

「Maple @ Hillpark Shah Alam North」

羅斯福路 内装羅斯福路 外観

54 137億円（前年比254％）

１６年度 目標
〔売上高〕

１５年度 実績
《海 外》

99億円 （前年⽐235％）

35億円 （前年⽐276％）

3億円
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１５９

【利益率４.５％】

増販益及び
売区分の構成変化

＋１０２

粗利変動他
＋１６

２１５

【利益率５.４％】

販管費増加
△６２

２０１５年度
（実績）

２０１６年度
（見通し）
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収益を伴った成長で、前年比56億円増の215億円を目指す

契約粗利改善と
生産・建設現場、調達の合理化

（単位：億円）

営業利益 ＋５６

売上総利益 ＋１１８

先行投資（人員採用・拡販政策）

2016年度 営業利益増減見通し〔前年比〕
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収益性を伴った成長を目指し
家づくりトータルで体質強化を図る

営業

設計

調達

生産

物流

施工

①営業の生産性向上：10％UP
・住空間価値の訴求、くらし体感展示場改革

②一邸一邸の粗利改善：1％UP
・強みを活かした価値営業で粗利改善
・着完工平準化、工事ロス削減等工事原価の改善

③トータルSCM視点で合理化推進
・モノづくり生産性向上とプレ加工による省施工化
・工事資材など新たな切り口での合理化推進

増
販
益
確
保

粗
利
改
善

経営体質強化
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株主還元（利益配分に関する基本方針）
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〔配当方針〕

連結業績に応じた利益配分を基本とし、連結配当性向30～40％を目安に

安定的かつ継続的な配当成長を目指すことといたします。

2011年度
実績

2012年度
実績

2013年度
実績

2014年度
実績

2015年度
実績

配 当 額 15円 15円 20円
（内 記念配当5円）

20円 20円

配当性向 41.2％ 34.4％ 37.6％ 42.0％ 33.4％

0

20

40

60

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

□1株当たり当期純利益

【ご参考】配当実績推移

（円）



(注) 本資料の計画や業績予想等の将来見通しは、現時点において

当社が合理的であると判断する一定の前提に基づくものです。

実際の業績は、当社を取り巻く経済情勢・需要動向等の変化、

金融情勢の変化、地価の大幅な変動等様々な要因により

予想数値とは大きく異なる可能性があります。
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